
東
筑
摩
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筑
摩

東
筑
摩

東
筑
摩

ひ
が
し
ち
く
ま

神
社
神
社
神
社
神
社
ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り    

 

松

本

か

ら

長

野

に

抜

け

る

旧

善

光

寺

街

道

と

呼

ば

れ

る

街

道

筋

に

、

宿

場

町

と

し

て

発

展

し

た

東

筑

摩

郡

麻

績

村

・

筑

北

村

・

生

坂

村

の

三

村

。

山

間

の

の

ど

か

な

田

園

風

景

が

心

を

癒

す

。

夏

の

聖

高

原

は

避

暑

地

と

し

て

キ

ャ

ン

プ

で

賑

わ

う

。

風

情

あ

る

歴

史

の

道

を

探

索

す

れ

ば

夕

焼

け

空

に

鐘

が

鳴

る

！

雰

囲

気

。

爽

や

か

な

高

原

を

ド

ラ

イ

ブ

で

楽

し

み

た

い

。

 

    

中中中中    

信信信信    
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白

山

白

山

白

山

白

山

は

く

さ

ん

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

 
 

（

東

條

学

校

跡

裏

）

    

▼

鎮

座

 

東

筑

摩

郡

筑

北

村

東

条 

東

条

五

耕

地

（

立

川

・

岩

戸

・

岩

之

下

・

田

屋

・

八

木

）

の

鎮

守

。

創

建

は

養

老

年

間

と

伝

承

。

東

条

城

址

の

南

側

、

巨

岩

の

山

の

中

腹

に

本

殿

が

あ

り

参

拝

に

は

登

拝

が

必

要

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

神

社

に

て

頒

布 

 
 
 

☎

〇

二

六

三

（

六

六

）

二

七

二

三 

 

【【【【

麻

績

麻

績

麻

績

麻

績

お

み

神

明

宮

神

明

宮

神

明

宮

神

明

宮

し

ん

め

い

ぐ

う

】】】】
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▼

鎮

座

 

東

筑

摩

郡

麻

績

村

麻

五

五

八

三 

伊

勢

神

宮

の

荘

園

で

麻

績

御

厨

の

守

護

神

と

し

て

内

宮

よ

り

勧

請

分

社

さ

れ

、

ご

祭

神

は

天

照

大

神

を

祀

る

。

本

殿

、

拝

殿

、

假

殿

、

神

楽

殿

、

舞

台

は

国

の

重

要

文

化

財

。 
▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

神

社

に

て

頒

布 

 
 
 

☎

〇

二

六

三

（

六

六

）

二

七

二

三 
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西

條

西

條

西

條

西

條

に

し

じ

ょ

う

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

 
 

（

筑

北

村

役

場

前

）    

▼

鎮

座

 

東

筑

摩

郡

筑

北

村

西

条 

西

条

地

域

の

鎮

守

。

西

条

地

域

二

十

一

社

を

合

祀

。

筆

頭

の

手

塚

神

社

は

と

く

ら

荘

裏

山

か

ら

遷

座

、

も

と

も

と

あ

っ

た

秋

葉

神

社

と

合

祀

さ

れ

今

の

西

條

神

社

と

な

っ

た

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

神

社

に

て

頒

布 

 
 
 

☎

〇

二

六

三

（

六

六

）

二

七

二

三 
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刈

谷

澤

刈

谷

澤

刈

谷

澤

刈

谷

澤

か

り

や

さ

わ

神

明

宮

神

明

宮

神

明

宮

神

明

宮

し

ん

め

い

ぐ

う

】】】】    

▼

鎮

座

 

東

筑

摩

郡

筑

北

村

坂

北

二

三

九 

白

鳳

年

間

の

勧

請

と

伝

承

。

天

正

十

一

年

（

一

五

八

三

）

上

杉

氏

と

小

笠

原

氏

の

合

戦

で

打

破

。

本

殿

は

元

禄

三

年

（

一

六

九

〇

）

に

、

拝

殿

外

建

造

物

は

享

保

二

年

(

一

七

一

七)

に

再

建

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

神

社

に

て

頒

布 

 
 
 

☎

〇

二

六

三

（

六

六

）

二

七

二

三 

 

⑫⑫⑫⑫    

 
修

那

羅

山

安

宮

神

社

修

那

羅

山

安

宮

神

社

修

那

羅

山

安

宮

神

社

修

那

羅

山

安

宮

神

社

し

ょ

な

ら

さ

ん

や

す

み

や

じ

ん

じ

ゃ    

青

木

村

と

の

郡

境

、

筑

北

村

坂

井

の

修

那

羅

峠

に

鎮

座

し

、

石

神

仏

群

で

有

名

。 

麻

績

イ

ン

タ

ー

か

ら

県

道

⑫

号

線

を

進

む

と

表

参

道

入

口

、

こ

こ

か

ら

山

道

を

車

で

十

五

分

、

駐

車

場

に

車

を

止

め

て

林

道

を

五

分

程

歩

け

ば

到

着

。

御

朱

印

あ

り

。

 


